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平成 27年 3月期第 2四半期連結累計期間の業績予想との差異 

及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 26年 7月 31日に公表した平成 27年 3月期第 2四半期累計期間の連結業績予想と比較して、本日

公表の決算において差異が生じましたのでお知らせするとともに、最近の業績動向を踏まえ、平成 27

年 3月期の通期連結業績予想につきまして、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

1． 平成 27年 3月期第 2四半期連結累計期間の業績予想との差異 

 

（１） 差異の内容 

連結売上高 連結営業利益 連結経常利益
連結四半期

純利益
1株当たり連結
四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

650,000 18,000 15,000 11,000 11.73

実 績 値 (B) 659,762 24,909 25,884 21,181 22.59

増 減 額 (B-A) ＋9,762 ＋6,909 ＋10,884 ＋10,181 ＋10.86

増       　　      減                  率                  (％) ＋1.5% ＋38.4% ＋72.6% ＋92.6% ＋92.6%

( ご 参 考 ) 前 期 第 2 四 半 期 実 績
（ 平 成 26 年 3 月 期 第 2 四 半 期 ）

606,550 19,763 20,023 14,736 15.71

第2四半期累計期間

前 回 発 表 予 想 (A)
（ 平 成 26 年 7 月 31 日 公 表 )

 

 

（２） 差異の理由 

 

ドライバルク事業での市況低迷や、自動車船事業における完成車の日本出し輸送台数の漸減傾向の継

続など事業環境の悪化はありましたが、コスト削減や運航効率改善などの取り組みによって収益の改

善を果たしました。またコンテナ船事業では、北米航路を中心に運賃修復が進み、第 2 四半期半ばか

ら進んだドル高円安傾向も寄与して、収益が改善しました。以上の要因により第 2 四半期累計期間の

業績は前回発表予想を上回る結果となりました。 

 

 

 



 

2． 平成 27年 3月期通期の連結業績予想の修正 

 

（１）修正の内容 

連結売上高 連結営業利益 連結経常利益
連結当期
純利益

1株当たり連結
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

1,250,000 36,000 34,000 18,000 19.20

今 回 修 正 予 想 (B) 1,250,000 36,000 34,000 21,500 22.93

増 減 額 (B-A) 0 0 0 ＋3,500 ＋3.73

増       　　      減                  率                  (％) 0.0% 0.0% 0.0% ＋19.4% ＋19.4%

( ご 参 考 ) 前 期 実 績
（ 平 成 26 年 3 月 期 ）

1,224,126 28,854 32,454 16,642 17.75

通期

前 回 発 表 予 想 (A)
（ 平 成 26 年 7 月 31 日 公 表 )

 

 

（２）修正の理由 

 

今回、最近の事業環境を踏まえ業績の見直しを行いました。 

 

第 3 四半期以降は、コンテナ船事業は需要閑散期に差し掛かり、またドライバルク事業における市況

低迷の継続懸念などもあり、事業環境に不透明感が残るため、通期での連結営業利益及び連結経常利

益につきましては、前回発表数値に据え置いておりますが、連結当期純利益につきましては、保有資

産の売却等、合理化対策費用の特別損益項目を見直した結果、上記の通り前回発表を上回る利益を予

想しています。 

 

 

 

 

以上 

 

注）本資料に記載されている業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて算定した

ものであり、実際の業績は今後の事業環境等、様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があ

ります。 

 


